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The results of this study showed that development of throwing movement using run-up for
children relate to not only stand up throw but also throw-in of soccer, right above throw,
and double hand side throw of medicine ball, and rate of development of throws in
elementary children varied for each throw. These results suggest that it plays an important
role for development of throwing ability to not only swing arm but also keep the foot and
bend trunk backward. It might be useful for promoting development of throw to learn these


































































































































A B C D E F
A 1
B 0.944 1
C 0.852 0.805 1
D 0.848 0.836 0.840 1
E 0.812 0.769 0.864 0.880 1
F 0.933 0.907 0.733 0.757 0.672 1
（３）図2は、各投動作の6年生の投距離を
100%としたときの各学年の平均値を割合で示
したものである。いずれの種目も右肩上がり
の変化をしており、平均値でみると学年が高
いほど記録がよかったことがわかる。助走あ
りソフトボール投げは、2年生から3年生が
20.0%と大きく差がある一方、3年生から4年生
で5.0%と差が小さかった。4年生でのばらつき
が大きく、このときの6年生との割合から高学
年で向上する課題と低学年で向上する課題と
区別できる。すなわち、助走なしソフトボー
ル投げとメディシンボール横投げは4年生で
77.9%と78.5%と高く、2年生から3年生あたり
で向上しやすい課題と考えられる。他方、メ
ディシンボール下投げと直上投げは4年生と5
年生の差が大きく、高学年で向上しやすい課
題と考えられる。スローイン投げも1年生から
割合が高いが、4年生と5年生の差が大きかっ
た。これらから、メディシンボール横投げや
助走なしソフトボール投げにみられるその場
に安定して体幹の捻転の動きが大きい種目は
低学年で身につけるべき課題で、直上投げや
スローイン投げの体幹のしなりを用いる動き
は高学年で身につけるべき課題であると言え
よう。
（４）これまでの投能力の発達に関する
研究は、腕を大きく、かつ力強く振るこ
とができるかどうか、足を投てき腕と反
対脚を踏み出して投げることができるか
どうかに注目している。しかし、陸上競
技の投てき種目のようにさまざまな大き
さ、重量のものを遠くに投げることにつ
ながることを考えると、投てき物にどの
ように運動量を与えるかを考える必要が
あり、助走から下肢のブロック動作、体
幹から上肢への運動量の伝達、腕の振り
と要因に分けることができると考えられ
る。これらをそれぞれ下肢のふんばり、
体幹のはり、腕の振りとし、以降、これ
らの動作について考察する。
　腕の振りは、小学生児童であればほぼ
できる動作であった。例えば、地面に投
げつけるような課題であれば、ほぼ全力
で投げつけることができる。ボールを離
すタイミングがわからず思うように遠く
へ投げられないこともあるが、腕の振り
に大きな課題を抱えている場合は少ない
ようである。下肢のふんばりは、メディ
シンボール横投げで顕著にあらわれる。
低学年で発達がみられたことから、低学
年で下肢のふんばりを取り入れた動作課
題を多く与えるとよいかもしれない。す
なわち、腕の振りが身につかない要因と
して、下肢のふんばりがきかない可能性
があるためである。これは助走なしソフ
トボール投げで3年生の6年生に対する割
合が高いことからも関連が示唆される。
そして、助走ありソフトボール投げが代
表するように助走で得た運動量を効果的
に投てき物に伝えるためには体幹のはり
が最も重要で、身につけることが困難な
課題と言えよう。これはサッカーのス
ローイン投げや直上投げが関連している
ことが示された。体幹のそりを用いた動
作が必要で、このためにはある程度の身
体の大きさや筋力が必要となるのかもし
れない。このような関連は縦断的に研究
することと個別の動作の発達に着目する
ことでよい明らかにできるであろう。
　本研究では、投動作の発達に、下肢の
ふんばり、体幹のはり、腕の振りと要素
に分けられること、腕の振り、下肢のふ
んばり、体幹のはりの順に大きく発達す
ることとそれに関連した動作を明らかに
することができた。今後のさらなる実践
と研究に期待したい。
図2　投動作課題の投距離の6年生に対する割
合
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